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榮穴郎寓

■今号の紙面■コ

2
面寄

稿

「道
具
の
一局
書
き
」

3
面教

習
所
特
集

ー

一

「r

春
か
来
た
。
構
内
に
新
入
生
が
溢
れ
、

一
年
て
人

学
が

.
番
活
気
づ
く
時
。
A
,年
こ
そ
は
単
位
を
取
ろ

う
。
面
自
い
記
事
を
謁
こ
う
。珍
し
く
前
同
き
に
な
っ

ち
ゃ
う
の
も
こ
の
頃
た
。
着
々
し
い
新
入
生
を
見
て

い
る
と
、
昔
の
自
分
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
c

大

学

コ

ン

ソ
ー

シ

ア
ム
京

都

京
大
今
年
度
か
ら
加
盟

へ

夙
都
の
大
学
・短
大
と
京
都
市
、
経
済
団
体
の
京
都
商
工
会
議
所
な
ど
で
構
成
す
る
「大
学
コ
ン

ソ
;
シ
ア
ム
京
都
」
(理
事
侵
・八
田
英
二
同
志
社
大
学
長
)
へ
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
京
都
大
が
加
盟

す
る
こ
と
が
、
三
月
二
十
八
日
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
九
五
年
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
前
身
「京
都
・

大
学
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
加
盟
の
打
診
が
あ
っ
た
が
、
施
設
の
狭
陰
化
や
会
費
負
担
が
重
い
こ
と
を
理

由
に
、
京
都
大
は
こ
れ
ま
で
加
盟
を
見
送
っ
て
き
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
業
の
う
ち
、
他
大
学

と
の
単
位
互
換
や
、
社
会
人
向
け
に
講
義
を
行
う
シ
テ
ィ
カ
レ
ノ
ジ
事
業
に
は
当
面
参
加
せ
ず
、
学

内
の
委
員
会
で
検
討
を
続
け
る
。

結
ぶ
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
他

大
生
を
受
け
入
れ
る
に
は
施
設

の
整
備
が
不
+
分
で
あ
り
、

「桂
キ
ャ
ン
パ
ス
や
総
合
人
間

学
部
の
整
備
が
な
さ
れ
る
ま

で
、
少
な
く
と
も
あ
と
三
年
は

単
位
互
換
へ
の
参
加
は
難
し
い

の
て
は
な
い
か
」
と
い
う
関
係

者
の
声
も
あ
る
。
「大
学
コ
ン

ソ
ー
ン
ア
ム
京
都
」
は
、
一
九

九
八
年
三
月
に
「京
都
・大
学

セ
ン
タ
ー
」
(
一九
九
三
年
設

立
)
が
財
団
法
人
と
な
っ
て
設

立
さ
れ
た
。
今
年
度
か
ら
京
都

大
と
平
安
女
学
院
大
が
加
盟
す

る
こ
と
で
京
都
工
業
繊
維
大
を

除
く
京
都
・滋
賀
の
大
半
の
大

学
が
加
盟
す
る
こ
と
に
な
る
。

擁醜.

 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
加
盟

は
、
一
月
二
十
五
日
の
部
局
長

会
議
で
了
承
さ
れ
、
二
月
八
日

の
評
議
会
(大
学
の
最
高
意
思

決
走
機
関
と
さ
れ
る
)
に
報
告

さ
れ
た
。

「京
都
・大
学
セ
ン
タ
ー
」
か

ら
打
診
が
あ
っ
た
九
五
年
当
時

に
は
、
加
盟
各
大
学
の
会
費
は

学
生
数
に
比
例
し
て
い
た
た
め

に
学
生
数
の
多
い
京
都
大
は
会

買
の
負
担
が
大
き
く
、
学
内
で

は
慎
重
論
が
強
か
っ
た
。
そ
の

後
、
国
立
大
学
の
会
費
は
年
間

一律
二
十
万
円
に
軽
減
さ
れ
、

加
盟
に
際
し
て
財
政
的
な
見
通

し
が
立
っ
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
へ
の
加
盟
に
よ
り
、
地
域
社

会
や
産
業
界
と
の
連
携
を
深
め

る
狙
い
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

京
都
大
が
呉
体
的
に
ど
の
よ

う
な
事
業
に
参
加
す
る
か
は
未

定
だ
が
、
「イ
ン
タ
ー
ン
シ
ノ

プ
に
関
す
る
推
進
事
業
」や
「大

学
の
教
職
員
に
対
す
る
研
修
交

流
事
業
」
の
一部
は
既
に
実
施

さ
れ
て
い
る
。

加
盟
各
大
学
の
学
生
に
よ
る

京
大
病
院
で
脳
死
分
割
肝
移
植

国
内
五
例
目
、九

ヶ
月
ぶ
り
の
脳
死
移
植

単
位
互
換
制
度
と
、
社
会
人
向

け
に
大
学
の
講
義
を
行
う

「シ

テ
ィ
カ
レ
ノ
ジ
事
業
」
に
は
当

面
参
加
せ
ず
、
教
育
課
程
委
員

会

(議
長
・長
尾
眞
総
艮
)
な

ど
で
今
後
検
討
さ
れ
る
。
国
立

大
学
が
私
大
や
公
立
大
と
単
位

互
換
を
行
う
場
合
、
大
学
間
で

相
互
単
位
互
換
協
定
を
結
へ

ば
、
私
大
や
公
立
大
の
学
生
は

無
料
で
国
立
大
の
単
位
を
取
得

で
き
る
た
め
、
京
都
大
が
単
位

互
漢
制
度
に
参
加
す
る
た
め
に

は
加
盟
各
大
学
と
互
換
協
定
を

三
月
二
十
九
日
、
駿
河
台
日

大
病
院
に
入
院
し
て
い
た
二
十

代
の
女
性
が
脳
死
と
判
定
さ

れ
、
肝
臓
・腎
臓
・心
臓
・肺

の
移
植
手
術
が
行
わ
れ
た
。
京

大
病
院
で
も
分
割
し
た
肝
臓
を

胆
道
閉
鎖
症
の
六
才
の
女
子
へ

と
移
植
し
た
。
国
内
で
の
脳
死

移
植
は
九
ヶ
月
ぶ
り
、
今
回
で

五
例
目
と
な
る
。

脳
死
移
植
に
お
け
る
肝
臓
の

分
割
移
植
は
国
内
で
は
初
め
て

の
例
だ
が
、
分
副
肝
移
植
は
京

大
病
院
で
は
生
体
肝
移
植
や
ト

ミ
ノ
肝
移
植
で
経
験
済
み
。

移
植
外
科
の
田
中
紘
}教
授

の
話

数
算
前
、
向
7
心
に
燃
え
る
私
は
京
大
に
入
学
。

月
日
を
経
る
こ
と
に
脳
味
噌
は
軽
く
な
り
、
代
わ
り

に
お
な
か
に
贅
肉
が
つ
い
て
い
っ
た
、

お
っ
と
い
け
な
い
、
Aア
は
春
.
希
望

(的
観
測
)

に
満
ち
た
未
来
た
け
を
見
な
く
,
ち
ゃ
。

(
岡
)

I
I

I

I
L

女
子
の
容
態
は

(四
月
=
日

現
在
)
順
調
。
昨
年
六
月
の
脳

死
肝
移
植
の
際
は
ル
ー
ル
や
合

意
形
成
が
成
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
分
割
す
る
事
が
て

き
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
移
植

で
は
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
ル
ー
ル

を
作
成
し
て
い
た
の
で
、
二
人

の
患
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

運
営
諮
問
会
議
が
発
足

京
大
は
四
月
一
日
、
京
大
の

運
営
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
を

総
艮
の
諮
問
に
応
し
て
話
し
合

い
、
助
言
・
勧
告
を
行
う
た
め

の
機
関
て
あ
る
運
営
諮
問
会
議

を
設
置
し
苓

同
会
議
の
委
員

は
、
総
長
の
申
し
出
を
受
け
て

文
部
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
京
大
で
は
十
一

名
が
委
員
と
な
る
(委
員
名
を

下
に
掲
載
)
Q
一九
九
八
年
の

大
学
審
議
会
の
答
申
を
受
け

て
、
国
立
学
校
設
置
法
が
改
定

さ
れ
、
全
国
の
国
立
大
学
で
の

設
置
が
決
め
ら
れ
た
。

・
運
営
諮
問
会
議
の
設
置
を
受

け
て
、
今
後
京
大
は
教
育
研
究

目
標
や
計
画
、
予
算
、
自
己
評

価
、
地
域
社
会
や
産
業
界
と
の

超
携
・交
流
な
と
の
重
要
事
項

に
つ
い
て
委
員
か
ら
意
見
を
求

め
て
い
く
。
助
言
や
勧
告
に
拘

東
力
は
な
い
が
、
大
学
は
そ
の

童
見
を
↑
分
に
尊
重
し
た
上
で

意
思
決
定
を
行
う
と
さ
れ
て
い

る
。
委
員
の
任
期
は
二
年
て
委

員
長
や
会
議
の
日
程
な
と
は
今

後
決
定
さ
れ
る
予
定
。

九
八
年
の
大
学
審
議
会
の
答

申
て
は
、
大
学
は
教
育
研
究
盾

動
の
運
営
や
財
政
援
助
の
必
要

性
に
つ
い
て
社
会
的
に
十
分
な

理
解
を
得
る
た
め
に
、
社
会
か

ら
意
見
を
聴
き
大
学
の
責
任
を

明
ら
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
運
営
諮
問
会

議
は
、
社
会
か
ら
広
く
意
見
を

聞
く
た
め
の
組
織
と
し
て
、
こ

の
答
申
を
基
に
設
置
さ
れ
た
。

大
学
が
社
会
の
中
に
存
在

し
、
特
に
国
立
大
学
は
税
金
で

運
営
さ
れ
て
い
る
以
七
、
人
学

の
活
動
を
社
会
に
向
か
っ
て
説

明
し
、
評
価
を
受
け
る
必
要
は

あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回

委
員
を
選
ふ
に
あ
た
,
て
想
定

さ
れ
て
い
る
の
は
と
の
よ
う
な

「社
会
」た
ろ
う
か
。メ
ン
ハ
i

は
関
西
有
力
企
業
の
幹
部
や
長

く
学
籍
に
あ
る
人
が
多
い
。
大

学
の
教
官
な
ど
は
極
端
な
言
い

方
を
す
れ
ば
外
部
の
人
間
と
は

言
え
な
い
し
、
地
域
社
会
の
代

表
と
し
て
大
企
業
の
幹
部
を
選

ん
だ
と
す
れ
ば
、
地
元
の
意
向

と
し
て
特
定
企
業
の
意
見
が
大

学
運
営
に
反
映
さ
れ
て
し
ま
う

恐
れ
も
あ
る
。

大
学
竺
体
の
運
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
運
営
諮
問
会
議

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
機
能
し

て
い
く
の
か
注
意
深
く
見
守
っ

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

■
運
営
踏
問
会
議
メ
ン
バ
ー

青
木
昌
彦

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ト

大
学
経
済
学
部
教
授

荒
巻
禎
皿

京
都
府
知
事

稲
盛
和
夫

京
セ
ラ
名
誉
会
長

井
村
裕
夫

前
京
大
総
長

大
西
正
文

大
阪
ガ
ス
相
談
役

大
南
止
瑛

京
都
橘
女
ヂ
大
学
長

舘

糾

鐘
淵
化
学
工業
相淡
没

中
川
久
疋

京
都
国
立
博
物
館
畏

中
坊
公
平

弁
護
士

中
村
桂
ヂ

弓
命
齢
研究
館
刮餌
捏

米
沢
扇
矢
子

慶
唇
載
入
・教投

噸位 書名 瀦 出版社 冊数

1 神のfど もた ちは
みな踊る 材 ヒ春樹 新潮社 91冊

2 東人て1野 下鶴fに
ケ/カ を学ふ 遥洋 ゴ 筑摩爵房 68冊

3 日本譜練習帳 栗本薫 〒川書房 55冊

4 Spoロsgraphlc
Number 文襲 春秋 50冊

5 日本の公女警察 青木理 講。灸社 41冊

6 人の しはとこまてわカるか ご可合隼雄 平几社 35冊

7 夢分折 新宮 一成 岩汲轡店 34冊}

8 ハラサ朴 ノ!グルの陽芋代 山田昌弘
.

筑摩爵房 31冊

9
ウィルヘルム マ イス

ターの修行時代 ゲ ー テ
1

岩波書店 29冊

9 変貌する日本責本F義 巨,本九晴 筑摩書防 29冊

田
園
鵬 囹

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
恐
縮

て
す
が
、諸
般
の
要
情
に
よ
り
、

今
号
に
予
定
さ
れ
て
い
た
吉
田

寮
物
譜
は
11月

日
号
に
延
期

さ
せ
て
い
た
た
き
ま
す
。

ス
＼美
ヘ
キ
＼之
グ

中
川

喜
与
志

[
9
]

"食

糧

の
た

め

の
石
油

"プ
ロ
グ
ラ
ム

ず
だ
か
ら
、
な
ん
と
三
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。

一

九
九
〇
年
八
月
イ
ラ
ク
軍
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
進
攻
に

始
ま
る
湾
岸
危
機
、
湾
岸
戦
争
以
来
の
高
騰
ぶ
り
で

い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
か
}九
八
〇
年
代
、
八
年

間
の
イ
ラ
ン
・イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
り
石
油
輸
出
関
連

施
設
は
大
き
な
ダ
メ
ー
シ
を
受
け
る
。停
戦
に
よ
り

い
っ
た
ん
は
そ
の
修
復
が
進
み
始
め
た
が
、湾
岸
戦

争
に
よ
り
再
び
大
き
な
ダ
メ
ー
シ
を
受
け
た
。加
え

て
、国
際
社
会
は
イ
ラ
ク
へ
の
制
裁
措
置
と
し
て
経

済
封
鎖
を
実
施
。国
超
が
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器

の
開
発
を
中
止
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
ま
て
制
裁

は
解
除
さ
れ
な
い
、
と
し
た
。
そ
し
て
石
油
輸
出

の
禁
止
は
イ
ラ
ク
経
済
に
決
定
的
に
疲
弊
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
九
五
年
、
国
運
安
保
理
は
イ
ラ
ク
の
石

油
輸
出
の
部
分
解
禁
を
決
議
し

(同
決
議
九
八
六

号
)
、
翌
年
よ
り
い
わ
ゆ
る

.食
糧
の
た
め
の
石

油
"
(〇
二
暁O「
「OQ二)
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

す
る
Q食
糧
や
医
薬
品
を
イ
ラ
ク
の
一般
市
民
に
供

給
す
る
人
道
的
措
置
と
し
て
、
二
〇
億
ト
ル
(六
ヵ

と
て
実
現
し
た
。

*

イ
ラ
ク
が

.食
糧
の
た
め
の
石
油
'
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
と
つ
く
石
油
輸
出
に
よ
っ
て
得
た
総
額
は

二

一〇
億
ト
ル
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

イ
ラ
ク
国
内
て
蔓
延
し
て
い
る
子
ど
も
や
妊
婦
、母

親
の
栄
養
失
調
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
使
わ
れ
た

の
は
、
わ
ず
か
二
干
力
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。

A
P
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
関
し
て
、
イ
ラ
ク
の

タ
ー
リ
ク
・ア
ン
ス
副
首
相
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
る
。
「約
七
七
億
ト
ル
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
へ
の
賠
償

金
と
し
て
国
連
の
基
金
に
振
り
当
て
ら
れ
、ま
た
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
イ
ラ
ク
の
武
装
解
除
を
実
施
、

監
督
す
る
国
連
の
活
動
に
使
わ
れ
た
。
そ
の
一
方

て
、国
連
制
裁
委
員
会
は
イ
ラ
ク
国
民
の
た
め
の
物

の

方
て
大
扇
破
壊
兵
器
や
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の

廃
棄
を
拒
ん
て
い
る
と
主
張
す
る
。ア
シ
ス
副
首
相

の
説
明
て
は
必
ず
し
も
計
算
上
の
つ
し
つ
ま
が
合

わ
な
い
が
、同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
目
的
と
す
る
人
通
的

措
置
以
外
に
膨
大
な
金
額
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

米
国
、英
国
も
認
め
る
と
お
り
イ
ラ
ク
の
一般
市
民

に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
な
よ

う
た
。

*

こ
う
し
た
公
式
議
論
と
は
別
に
、
実
は
、
も
う

ひ
と
つ
の
こ
と
が
進
展
し
て
い
る
Q
イ
ラ
ク
か
ら
の

石
油
の
密
輸
出
だ
。ど
の
国
も
知
る
公
然
た
る
密
輸

出
。
『
シ
カ
ゴ

・
ト
リ
ヒ
L
ー
ン
』
(
=
月

二

日

付
)
が
そ
の
詳
細
を
報
し
て
い
る
。

N
A
T
O
の
メ
ン
ハ
ー
で
あ
る
ト
ル
コ
政
府
は

糧
の
た
め
の
台
油
'
プ
ロ
ク
ラ
ム
に
皐

つ
く
石
油
輸
出
だ
け
で
な
く
、
ギ
輸
出

も
受
け
入
れ
て
い
る
。
シ
リ
ア
、
レ
ハ

ノ
ン
へ
も
イ
ラ
ク
石
油
は
密
輸
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
す
へ
て
周
知
の
罫
実
た
Q

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
過
去
何
度
も
ト
ル

コ
経
由
て
の
密
輸
出
を
黙
認
す
る
旨
を

声
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
蚤

的
に
は
、
こ
れ
が

「
番
多
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

『
ン
カ
ゴ
・ト
リ
ヒ
ュ
ー
ン
』
の
報
道

て
目
新
し
か
,
た
の
は
、さ
ら
に
、
サ
ノ

ダ
ム
政
権
が
イ
ラ
ン
の
助
け
を
得
て
、

大
量
の
石
油
を
国
際
市
場
に
送
り
こ
ん

で
い
る
と
い
う
内
容
だ
。
密
輸
出
さ
れ

る
イ
ラ
ク
石
油
は
市
場
価
格
よ
り
約
二

原
油
価
格
高
騰
で
浮
か
び
上
が
つ

て
き
た
イ

ラ
ク
経
済
制
裁

の
実
態

あ
る
。

原
油
価
格
の
高
騰
は
、
産
油
国
で
あ
り
な
が
ら

石
油
を
自
由
に
輸
出
で
き
な
い
イ
ラ
ク
、
経
済
封

鎖
さ
れ
て
い
る
サ
ノ
ダ
ム
政
権
に
と
っ
て
い
か
な

る
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
か
9

*
い
う
ま
で
も
な
く
イ
ラ
ク
経
済
の
中
心
は
石
油

だ
。主
要
な
油
田
地
帯
と
し
て
は
、北
部
の
モ
ス
ー

ル
、
キ
ル
ク
ー
ク
、
南
部
の
ハ
ス
ラ
が
あ
る
。
か

つ
て
外
貨
獲
得
の
九
五
%
は
石
油
部
門
が
占
め
て

月
単
位
)相
当
の
石
油
輸
出
を
許
可
す
る
と
い
う
も

の
だ
。こ
れ
に
よ
っ
て
九
七
年
に
は
イ
ラ
ク
の
石
油

輸
出
量
は
戦
争
前
の
約
二
五
%
レ
ヘ
ル
に
回
復
す

る
。九
八
年
に
は
石
油
輸
出
制
限
の
シ
ー
リ
ン
グ
は

五
二
億
ト
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、昨
年
十
二
月

に
は

(同
決
議

}二
八
四
号
)
シ
ー
リ
ン
グ
そ
の

も
の
が
取
り
除
か
れ
た
。食
糧
や
医
薬
品
な
ど
の
購

入
に
当
て
る
こ
と
に
限
っ
て
、国
連
の
監
視
の
も
と

て
、
イ
ラ
ク
は
形
式
的
に
は
石
油
輸
出
が
自
由
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一連
の
動
き
は
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る

E
U
諸
国
が
積
極
的
に
制
裁
解
除
を
主
張
し
た
こ

資
購
入
、石
油
産
業
関
連
機
器
の
購
入
を
妨
げ
て
き

た
。約
八
〇
億
ト
ル
相
当
の
物
資
調
達
の
契
約
は
妨

害
さ
れ
る
か
、い
ま
だ
に
イ
ラ
ク
に
届
い
て
い
な
い

か
で
あ
る
。
加
え
て
、
収
入
の
約
一
五
%
は
イ
ラ

ク
政
府
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
外
に
あ
る
北
イ
ラ
ク
ーー

ク
ル
ト
人
居
住
地
域
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。こ

れ
ら
を
差
し
引
け
ば
、
"食
糧
の
た
め
の
石
油
佃
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
使
え
る
何
ほ
ど
の
資
金
も
残
ら
な
い
」

と
。か

た
や
制
裁
解
除
に
反
対
し
て
き
た
米
国
お
よ

び
英
国
は
、サ
ノ
ダ
ム
政
権
は
食
糧
や
医
薬
品
を
備

蓄
し
国
民
や
病
院
に
配
給
し
て
い
な
い
だ
け
だ
、そ

陸
路
で
の
石
油
密
輸
出
を
通
常
の
こ
と
と
し
て
認

め
て
い
る
。
こ
れ
は
何
も
今
、
始
ま
っ
た
こ
と
で

は
な
い
。
湾
岸
戦
争
終
結
ま
も
な
い
頃
、
筆
者
は

ト
ル
コ
か
ら
イ
ラ
ク
領
内
入
る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

駆
の
長
蛇
の
列
を
目
撃
し
て
い
る
。
湾
岸
戦
争
後
、

「ク
ル
ト
人
保
護
地
区
」
と
さ
れ
た
北
イ
ラ
ク
で

は
ク
ル
ト
人
組
織

(イ
ラ
ク
K
D
P
と
P
U
K
)

が
こ
の
陸
上
密
輸
出
に
対
し
て
一種
の
通
行
税
を

徴
収
し
て
い
る
。九
四
年
よ
り
の
両
ク
ル
ト
人
組
織

に
よ
る
内
戦
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
「税
収
」
を

め
ぐ
る
権
益
争
い
が
あ
っ
た
の
て
あ
る
。米
国
の
同

盟
国
て
も
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
、
こ
の
国
も
ま
た
"食

○
%
安
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
な
密
輸
タ
ン

カ
ー
は
ペ
ル
シ
ャ
湾
を
イ
ラ
ン
沿
岸
ぎ
り
ぎ
り
の

と
こ
ろ
を
航
行
。
イ
ラ
ン
海
軍
は
こ
の
密
輸
タ
ン

カ
ー
か
ら
や
は
り

"航
行
税
召
を
と
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。米
国
務
省
は
そ
の
金
額
を
月
額
約
二
千
五

百
万
ト
ル
と
推
定
し
て
い
る
。イ
ラ
ン
は
昨
年
初
め

に
は
こ
の
イ
ラ
ク
石
油
の
密
輸
を
阻
止
し
て
い
た

が
、
原
油
価
格
か
高
騰
す
る
中
で
、
そ
の
大
き
な

「税
収
」
を
目
当
て
に
密
輸
再
開
を
許
可
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

*

昨
年
秋
の
U
N
I
C
E
F
の
発
表
て
は
、
湾
岸

危
機
の
際
に
始
ま
」た
経
済
封
鎖
に
よ
り
、A,日
に

全
る
ま
て
h
O
力
人
を
超
え
る
五
歳
以
干
の
イ
ラ

ク
の
幼
児
が
死
亡
し
た
と
し
て
い
る
。国
連
の
人
道

援
助
責
任
者
た
ち
も
い
ち
よ
う
に
「般
市
民
の
暮

ら
し
が
悪
化
す
る
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
"食
糧
の
た
め
の
石
油
"
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
(総
額
ど
れ
く
ら

い
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
)大
量
の
イ
ラ
ク
石
油
が

非
合
法
に
国
際
市
場
へ
と
流
れ
込
む
。サ
ノ
ダ
ム
政

権
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
の
経
済
封
鎖

は
、
原
油
価
格
高
騰
を
迎
え
て
、
逆
に
政
権
を
強

化
す
る
方
向
に
機
能
し
、た
だ
た
た
一
般
市
民
を
傷

め
つ
け
て
い
る
と
い
う
ま
っ
た
く
皮
肉
な
結
果
を

生
ん
で
い
る
。
"食
糧
の
た
め
の
石
油
"
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
シ
ー
リ
ン
グ
解
除
が
今
後
、イ
ラ
ク
一般
市
民

の
暮
ら
し
、北
イ
ラ
ク
ー-
南
ク
ル
テ
ィ
ス
タ
ン
情
勢

に
ど
う
影
欝
す
る
か
、引
き
続
き
注
目
す
る
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。

(な
か
が
わ
き
よ
し
氏
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・ク

ル
ド
人
問
題
研
究
家
)

大
学
の
時
に
第

一外
国
語
て
フ

ラ
ン
ス
語
を
選

択
し
て
い
た
と

い
う
私
の
父
親

に
フ
ラ
ン
ス
語
て
何
か
言
っ
て

と
頼
ん
て
み
た
と
こ
ろ
、
と
っ

さ
に
彼
の
口
か
ら
出
た
の
は

「今
日
は
暑
い
」
と
「ご
機
嫌

い
か
が
」の

「言
だ
け
た
っ
た
。

日
頃
「フ
ラ
ン
ス
語
が
し
ゃ
へ

れ
る
」
な
ど
と
い
う
自
慢
を
彼

の
口
か
ら
聞
か
さ
れ
て
き
た
私

は
が
っか
り
し
た
と
同
時
に
、

大
学
の
一般
教
養
で
勉
強
す
る

第
二
外
国
語
な
ん
て
こ
の
程
度

の
も
の
な
ん
だ
な
あ
と
改
め
て

納
得
し
た
▼
こ
の
よ
う
な
話
は

大
学
に
お
い
て
は
そ
う
珍
し
い

も
の
で
は
な
い
。
全
く
興
味
が

持
て
な
い
第
二
外
国
語
を
単
位

の
た
め
だ
け
に
勉
強
し
て
い
る

人
、
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、
最
初
は
勉
強
す

る
気
が
あ
っ
た
の
だ
が
そ
れ
が

思
い
の
ほ
か
面
倒
だ
っ
た
の
て

語
学
の
修
得
を
さ
っ
さ
と
諦
め

て
し
ま
う
人
は
私
の
周
り
に
も

沢
山
い
る
Q
語
学
が
勉
強
し
て

も
し
な
く
て
も
い
い
も
の
に
留

ま
っ
て
い
る
う
ち
は
、
根
気
強

く
勉
強
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能

に
近
い
。
語
学
の
勉
強
は
時
間

が
か
か
る
。
そ
し
て
あ
る
程
度

修
得
し
た
後
に
も
、
そ
の
語
学

力
か
衰
え
な
い
よ
う
に
忍
耐
強

く
勉
強
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
多
く
の
人
に

と
っ
て
語
学
を
勉
強
す
る
の
に

一番
必
要
な
の
は
　必
要
に
迫

ら
れ
る
こ
と
」
だ
と
思
う
▼
私

」
か
海
外
に
住
ん
で
い
た
時
の
盾

.
た
か
、
は
し
め
は
日
本
人
学
校

π

に
い
た
の
て
英
語
を
全
く
勉
強

し
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
の
私
に

と
⊃
て
は
英
語
な
ん
て
い
く
つ

か
あ
る
教
科
の
う
ち
の
一つ
に

過
き
な
か
フた
か
ら
た
。
そ
の

う
ち
に
事
情
が
あ
っ
て
現
地
校

に
移
っ
た
た
め
、
周
り
に
は
日

本
人
が
,人
も
い
な
く
な
っ

た
。
そ
の
時
に
は
自
分
の
盤
活

が
英
譜
を
話
せ
る
か
ど
う
か
に

か
か
っ
て
い
た
の
て
上
達
す
る

の
も
か
な
り
早
か
っ
た
。
情
け

な
い
話
た
か
、
海
外
に
住
ん
て

い
て
さ
え
犬
に
追
い
か
け
ら
れ

て
い
る
か
の
よ
う
に
必
要
に
迫

ら
れ
な
け
れ
ば
外
国
語
を
勉
強

て
き
な
い
私
の
よ
う
な
人
は
結

構
多
く
い
る
の
だ
▼
だ
か
ら
大

学
は
、
語
学
を
教
養
と
し
て
学

生
に
無
理
矢
理
勉
強
さ
せ
る
こ

と
は
そ
ろ
そ
ろ
諦
め
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
。
語
学
に
興
味
の

な
い
学
生
に
単
位
だ
け
を
取
ら

せ
て
私
の
父
親
の
よ
う
な
入
間

を
増
や
し
て
も
、
そ
れ
は
逆
に

学
生
の
教
養
の
無
さ
を
露
星
す

る
結
果
に
し
か
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
か
く
い
う
私
も
英
語
圏
か

ら
離
れ
て
も
う
幾
年
。
英
語
力

も
す
っ
か
り
落
ち
、
今
残
っ
て

い
る
の
は
巻
き
舌
の
正
確
な
発

音
だ
け
だ
。
こ
の
春
か
ら
ま
た

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
だ
が
、
必
要
に
迫
ら
れ

る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
今
そ
れ

が
で
き
る
か
ど
う
か
は
か
な
り

不
安
だ
。

(休
)
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稿寄

具

東
海

晃
久

単
に
、
言
葉
を
操
る
文
士
た
ち
の
瞳
着
に
帰

す
こ
と
も
避
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
ぜ
な

ら
、
「ロ
シ
ア
」
を
語
ろ
う
ど
す
る
時
、
我
々

が
持
ち
出
そ
う
と
す
る
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は

十
九
世
紀
以
降
に
行
わ
れ
た
、
「ロ
シ
ア
」

を
概
念
化
す
る
試
み
の
中
で
創
ら
れ
て
き

た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
て
、
た
と
え
そ

れ
ら
が
定
醤
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
っ

て
も
、
現
代
に
於
い
て
も
同
じ
く
通
用
す
る

か
ど
う
か
は
ま
た
別
問
題
だ
か
ら
だ
。
た

だ
、
少
な
く
と
も
我
々
が
断
片
的
な
「ロ
シ

ア
的
な
る
も
の
」
の
イ
メ
ー
ジ
群
の
中
に
足

を
踏
み
入
れ
よ
う
と
す
る
限
り
は
、
長
年
降

り
積
も
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
塊
の
中
で
窒
息

す
る
危
険
性
も
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で

事
に
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

イ
メ
ー
ジ
の
流
産

唐
突
だ
が
、
「ロ
シ
ア
」に
つ
い
て
語
る
こ

と
は
そ
う
簡
単
な
作
業
で
は
な
い
。そ
れ
は
、

単
に
我
々
の
持
ち
あ
わ
せ
る
知
識
と
関
心
が

絶
対
的
に
欠
如
し
て
い
る
こ
と
以
前
に
、
そ

こ
に
住
む
者
た
ち
自
身
の
手
に
よ
っ
て
描
か

れ
る
「
ロ
シ
ア
」
が
特
に
近
代
以
降
、
断
片

的
に
し
か
描
き
よ
う
の
な
い
特
別
な
場
所
と

し
て
表
象
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
も
が

一
つ
に
概
念
化
さ
れ
る
こ
と
を
拒
絶
ず
る
か

の
よ
う
に
流
産
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
し
か

し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
こ
れ
で
は
あ
ま
り
唐

突
に
過
ぎ
る
。

こ
の
概
念
化
の
失
敗
と
し
て
は
例
え
ば
、

近
代
以
前
な
ら
ば
知
識
一般
の
領
域
に
は
本

来
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た
民
衆
の
生
活
圏
に

人
り
込
む
試
み
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ズ
ナ
チ
ン

ツ
ィ
(雑
階
級
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
、
文
字

通
り
の
意
味
は
「雑
多
な
官
位
・称
号
を
持

つ
人
々
」)の
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
運
動
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
こ
の
運
動
の
挫
折
の
原
因
を
知
識

人
た
ち
の
抱
い
た
単
な
る
楽
観
や
皮
相
な

ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
な
ど
に
帰
し
て
み
て
も
あ

ま
り
意
味
は
な
い
。
】八
六
}年
の
農
奴
解

放
に
向
け
て
尖
兵
の
役
割
を
演
じ
た
彼
ら

は
、
専
ら
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
の
な

い
中
流
以
上
の
階
級
出
身
者
、
つ
ま
り
、
社

交
上
重
要
な
肩
弩
き
、
爵
位
等
々
の

「名
を

持
つ
も
の
た
ち
」
の
集
団
で
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
そ
の
彼
ら
が
、
「喋
る
道
具
」
と
呼
ば
れ

る
奴
隷
、
そ
の
属
性
上
彼
ら
と
は
正
反
対
の

存
在
と
し
て
あ
る
「無
名
者
」
を
自
ら
の
言

語
体
系
の
中
に
包
摂
す
る
試
み
を
行
う
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
解
放
が
、
そ
れ
ま
で
「物
」

の
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
者
た
ち

つ

ら
く
偶
然
で
は
な
い
。
そ
こ
は
昼
間
の
陽
光

さ
え
届
か
な
い
暗
黒
が
支
配
し
、
一本
「本

の
樹
な
ど
森
の
外
か
ら
傍
観
す
る
も
の
た
ち

に
と
っ
て
み
れ
ば
名
前
な
ど
無
い
に
等
し

い
。
だ
が
こ
の
無
名
性
に
こ
そ
、
社
会
の
近

代
化
の
過
程
で
喪
失
或
い
は
無
視
さ
れ
て
き

と
い
う
特
異
な
存
在
を
前
に
す
る
と
、
一個

の
確
実
な
概
念
を
作
り
出
す
こ
と
は
断
念
せ

ね
ば
な
る
ま
い
。
ラ
テ
ン
語
本
来
の
意
味
で

の
「概
念
」
と
は
、
文
字
通
り
只
子
を
)
孕

む
こ
と
」
を
指
し
て
お
り
、
ま
さ
し
く
そ
の

意
味
に
於
い
て
筆
者
は
「ロ
シ
ア
」
と
い
う

か

め
ど
も

つ

流
転
し
続
け
る

に
可
能
な
限
り
の
ラ
ン
ダ
ム
な
動
き
を
与
え

る
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、そ
の
「無
名
者
」

一人
一
人
に
名
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
で

も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
ま

た
、
原
初
の
「声
」
を
取
り
戻
さ
せ
る
と
い

う
あ
る
意
味
高
飛
車
と
も
い
え
る
試
練
を
課

す
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

例
え
ぱ
、
近
代
ロ
シ
ア
詩
の
プ
ロ
ト
タ
イ

ブ
と
も
い
う
べ
き
詩
人
プ
ー
シ
ュ
キ
ン
の
時

代

(十
九
世
紀
前
半
)
に
使
わ
れ
て
い
た
民

衆
・
俗
衆
を
あ
ら
わ
す
言
葉
が
、
諺
蒼
と
茂

る
密
林
の
「闇
」
を
も
恵
味
し
た
こ
と
も
恐

た
と
い
わ
れ
る
、
「ロ
シ
ア
」
に
と
っ
て
の
不

可
欠
な
根
幹
を
彼
ら
都
会
の
人
士
は
見
出
そ

う
と
す
る
。そ
れ
は
、「
ロ
シ
ア
的
な
も
の
」或

い
は

「ロ
シ
ア
的
精
神
」
と
で
も
呼
び
得
る

人
類
学
的
な
範
疇
を

「ナ
ロ
ー
ド
」
の
中
に

打
ち
た
て
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
り
、
そ

の
後
の
「ロ
シ
ア
」を
め
ぐ
る
一般
的
イ
メ
ー

ジ
は
そ
の
民
衆
性
と
切
り
離
さ
れ
た
状
態
で

産
み
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
一般

名
詞
に
よ
っ
て
一括
さ
れ
て
は
し
て
も
、
そ

の
個
々
の
次
元
に
於
い
て
は
常
に
ま
と
ま
っ

た
動
き
な
ど
し
な
い
ア
モ
ル
フ
な
、
「民
衆
」

こ
と
か
。
時
に
そ
れ
は
、
西
と
東
の
大
地
を

無
謀
に
も
同
時
に
駆
け
抜
け
よ
う
と
す
る
馬

車
で
あ
っ
た
り
、
謎
掛
け
に
明
け
暮
れ
る
ス

フ
ィ
ン
ク
ス
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
知
性
で

は
歯
が
立
た
ず
、
し
か
も
見
返
り
を
期
待
で

き
ぬ
愛
に
よ
っ
て
し
か
そ
の
輪
郭
を
な
ぞ
る

か

み
き

「箱
」
の
な
い
芝
居

「ロ
シ
ア
」
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
充
満

す
る
空
間
、
そ
れ
は
先
ず
、
十
九
世
紀
の
文

学
に
見
出
せ
る
。
些
か
貝
体
性
に
欠
け
た
、

そ
し
て
古
び
た
イ
メ
ー
ジ
の
上
に
さ
ら
に

イ
メ
ー
ジ
を
上
塗
り
す
る
よ
う
な
物
言
い

れ
ず

ロ
シ

ア
の
概
念

イ
メ
ー
ジ
の
流
産
を
冒
頭
で
唐
突
に
も
口

走
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
ロ
シ
ア
」
を
前
に
し
て

と
こ
ろ
で
、
地
政
学
的
条
件
も
含
め
、
お

世
辞
に
も
有
利
だ
と
は
い
え
な
い
環
境
に
今

以
っ
て
左
右
さ
れ
続
け
る
こ
の
場
所
に
つ
い

て
ど
れ
ほ
廻
多
く
の
者
た
ち
が
謎
め
い
た
言

葉
を
残
し
て
き
た
こ
と
か
。そ
し
て
そ
の
間
、

ど
れ
ほ
ど
多
く
の
イ
メ
ー
ジ
が
積
み
重
ね
ら

れ
、「ロ
シ
ア
」
は
そ
の
中
に
埋
没
し
て
き
た

こ
と
の
出
来
な
い
女
性
的
な
も
の
で
あ
っ
た

り

…

等
々
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
群
は
古
代

か
ら
現
代
に
到
る
ま
で
の
歴
史
を
紐
解
く
だ

け
で
は
+
分
で
な
い
ほ
ど
に
多
元
化
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら

「ロ
シ
ア
」
と
い
う
純
粋
形

態
を
抽
出
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
仮
に
も
近

代
的
な
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
捏
造
に

荷
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、「ロ
シ

ア
」
を
め
ぐ
っ
て
創
ら
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ

を
必
ず
し
も
潔
く
対
象
化
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ

の

「ロ
シ
ア
」
を
め
ぐ
る
言
説
を
い
と
も
簡

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
概
観
を

示
す
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

十
九
世
紀
ロ
シ
ア
文
学
は
、
国
家
の
近
代

化
と
い
う
過
程
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な

政
治
理
念
を
そ
の
寄
生
種
と
し
て
抱
え
込

ん
で
き
た
。
い
わ
ば
近
代
ロ
シ
ア
の
産
物
と

も
い
え
る
ロ
シ
ア
・イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア

は
、
文
学
を
政
治
理
論
と
い
う
楯
で
後
方
か

ら
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の
設
計

図
(プ
ラ
ン
)
を
解
読
す
る
以
ヒ
に
、
そ
こ

の
住
人
で
あ
る
人
間
に
と
っ
て
よ
り
相
応

し
い
生
を
求
め
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
椙
応

し
き
生
の
「求
道
者
」
は
お
よ
そ
穏
や
か
な

ら
ざ
る
社
会
の
暴
露
者
に
な
る
こ
と
も
辞

さ
な
い
。
た
だ
、
自
ら
を
暴
露
す
る
極
限
形

態
と
し
て
の
「革
命
」
を
そ
の
舅
に
引
き
受

け
る
と
い
う
こ
と
が
「自
由
・平
等
・友
愛
」

と
い
う
三
大
理
念
の
遵
守
に
劣
ら
ず
過
酷

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
同
時
に
こ

の
求
道
が
歴
史
の
終
焉
後
に
出
現
す
る
は

ず
の
新
世
界
の
構
築
を
そ
の
展
望
と
し
て

持
つ
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
宗
教
的
求
道
と

は
違
っ
て
、
そ
こ
で
は
自
ら
の
手
で
歴
史
的

偶
然
性
を
排
除
し
う
る
政
治
的
決
定
力
が

維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
稀
で

は
な
い
。
例
え
ば
青
年
期
に
傾
倒
し
て
い
た

左
翼
理
論
か
ら
、
「暴
力
的
な
」
民
主
化
の

実
現
を
そ
の
前
提
と
す
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

ズ
ム
革
命
を
境
に
、
宗
教
思
想
(ロ
シ
ア
正

教
思
想
)
へ
と
転
向
し
た
思
想
家
が
ロ
シ
ア

思
想
史
上
に
多
く
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
そ

の
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
の
求
道
に

は
、
病
院
を
舞
台
に
し
た
悲
劇
の
よ
う
な
演

劇
性
が
あ
る
。
道
義
的
に
暴
か
れ
る
べ
き
社

会
の
「腫
瘍
」
を
外
科
手
術
で
切
除
し
、
快

復
す
る
ま
で
の
間
は
静
養
す
る
こ
と
を
強

制
さ
れ
る
が
、
こ
の
癒
し
と
て
結
局
の
と
こ

ろ
は
終
わ
り
な
ど
無
い
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
}
種
の
疑
念
が
イ
ン
テ
リ
た
ち
に
は

常
に
付
き
纏
っ
て
い
る
。
こ
の
「終
わ
り
の

な
さ
」
と
は
、
別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
、
「筋

書
き
の
な
さ
」
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
「物

語
」
と
し
て
設
定
さ
れ
た
人
類
史
と
い
う
舞

台
の
上
で
、
革
命
と
い
う
場
面
差
し
替
え
を

断
行
す
る
こ
と
で
積
極
的
に
大
団
円
を
早

め
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
実
際
に
演
じ
ら
れ

る
の
は
も
は
や
一人
称
の
「独
白
劇
」
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
無
数
に
霊
く
衆
生
の
演
じ

る
「エ
チ
ュ
ー
ド
」
ば
か
り
で
、
明
確
な

「筋
書
き
」
な
ど
一向
に
見
え
て
こ
な
い
。

そ
し
て
し
か
し
、
こ
の
筋
習
き
の
な
さ
よ
り

も
一層
彼
ら
に
と
っ
て
深
刻
で
あ
る
の
は
、

場
面
の
差
し
替
え
以
降
、
舞
台
の
袖
に
さ
え

顔
を
出
さ
な
く
な
っ
た
こ
の
世
の
「庇
護

者
」
に
替
わ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
を
、
舞
台
の
L

の
役
者
た
ち
自
身
が
、
幕
引
き
と
い
う
舞
台

成
立
の
瞬
間
ま
で
テ
ン
ト
小
屋
を
支
え
な

が
ら
、
薙
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

■

ら
の
足
元
を
掬
う
こ
と
で
あ
る
限
り
そ
れ
は

■
劇
団星

衛#

3「
フ
ロ
ーズ

ン
・
ビ
ー
チ
」

日時

　

四月

二
十
二
日
(土

)

十五

時～

・

許
さ
れ
な
い
。「

生
の
退
屈
」で

さえ

やは

り、

日時

"

四月

十四

日
(金

)

十
九
時
～、

十

十九

時～

、

二
十
三
日
(日

)

十
三
時～

・

幕
切
れ
も
筋
書
き
も
な
い
群
衆
達
の
エ
チ
ュ
ー
ド

そ
れ
は
退
屈
な
も
の
と
し
て
の
価
値
を
持
たなければならない。虚無の「光線」を外に出ないよう繋ぎとめ、漏れようとするその光を事も無く吸い込んでしま

五
日
(土

)

†四

時～

・
†九

時～

、

十六

十
七
時
～
/
場
所
畔

森
ノ
宮
プ
ラ
ッ
ト日(日)†四時～/場所"スタジオホーム/料金　前売り千.}百円、当日ヴァリエ/料金"前売り五百円、当日千五百円/間い合わせ　〇七五1七七百円/問い合わせ　〇七五1七〇〇三-四一三〇

う
よ
うな

真
っ
黒
な
中
心
点
が
な
け
れ
ば
な

一

-
四
五九

二

ら
な
い
。

文
化
の
フ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
も
い

口劇

団ケ

ッ
ペ
キ新

歓公

演「
肩揉

みオ

ン

え
る
そ
う
い
っ
た
も
の
が
必
要
な
の
だ。

■
劇
団
そ
の
ー
T
H
E
花
吹蟹

T
O
U
R

リー

」

こと

だ。

まさ

にそ

の瞬

間か

ら、「
革命

的

な
る」
と
い
う
こ
とは
、

死に

至
るま

で精

な態

度決

定
で
も
あ
る。

の
被爆

を免

れ
得な

い、

生に

と
っ
て危

険

「
桜ジ

ェ
ッ
ト」

日時

一

四月

二
十八

日(

金
)
十
九時

～、

二

民主

主義
」

と
いう

旗を

掲げ

た
不
眠
不
休

神
が
病
的
な
状態

にあ

り続

ける

こと

を意

多少

大げ

さ
な
い
い
方
で
は
あ
る
が、

こ

な
エ
レ
メ
ン
ト
だ
とも

い
える

…

と
う
か
い

あ
き
ひ
さ
氏
は
神
戸
市
外
国
語

日
時
"

四
月
二
十
日
(
木
)

～
二
十
二
日

十
九
日
(
土
)

～
三
十
日
(
日)

十
四
時

の世

界巡

業が

始ま

る。

しか

し、

芝
居
を

味
す
る
で
あ
ろ
う。
少
なく

と
も「
ヨ
ー
ロ
ッ

の世

界
の
「
終
わ
り
の
な
さ」
と
病
的
な
状

…
し
か
し、

自己

へ
の特

別な

痛ま

大
大
学
院
在
学中

(土

)

†
九時

～、

二
十
三
日
(
日)

十五

～・
†九

時～

/
場所

n

京大

西
部講

堂
/

かけ

る
「箱
」

など

い
つ何

処
に
現
わ
れ
る

パ
史」
と
い
う
晴
れの

舞台

に
上が

っ
てし

態と

し
てあ

り
続
け
る
意
識
の
「
止
め
よ
う

し
さ
に
よ
っ
て
覚醒

さ
れた

意識

は、

目が

時
～・
十九

時～

、

二
†四

日
(
月
)

十九

料金

"

前売

り六

百円

、

当日

八
百円

、

新

と
い
うの

だろ

うか
。

それ

に、

そ
もそ

も

ま
っ
た
こ
とを

自
ら意

識し

始め

た限

り、

のな

さ」
と
い
う
二
つ
の
軸
の
挟
間
で
起
こ

開
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
激し

い
虚
無
の
光世界はその最後に幕が下ろされる芝居ロシアはおのれに与えられていると思る間断なき振幅として人間の生を問題(?)に曝されるや、再び朦朧となる。

時
～
/
場
所
"

京
大
吉
田
寮
食
堂
/
料

入生

三
百
円
/
問い

合わ

せ
"

〇
九
〇
1金一前売り千円、当日千三百円/問い九七一七-二一〇一

小屋

なの

だろ

うか

と
い
う疑

念が

ダ
フ
屋

わ
れ
る
「
遅
れ
て
きた

預言

者」

の台

詞を

化す

ると

い
う
こ
と
が
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の

確か

に、
全
て
が徒

労に

終る

かも

しれ

なのように「箱」のまわりをうろつく。最後まで演じ切らねばならない。ただ、文学的主題としてたとえ抽出出来るのいというまどろみの中の不安を払いのその舞台演出を支える大黒柱が神/皇だとしても、まだそれでは†分ではなけつつ、反復の波頭が打ち付けるこの

ブ
ッ

飛

んだ

屋根

帝
か

昊質

民
衆
へ
と明

け渡

され

たか

い。

半ぱ

政
治的

な
装
い
に

彰
れ
た
+
九

譲の

岸
辺
で
「。し

盤に

退屈

なも

のな

ら
に
は、
今
まで

その

頭上

で雨

風を

しの

世
紀
ロ
シ
ア
のリ

ア
リ
ズ
ム
小
説
は
そ
の

ど
あ
るも

の
か」

と虚

勢を

張
り続

ける

こ「意識とは病である」というドストエいで来た天蓋の重さを自覚せずにはい実、カーテンコールなど初めからありとが我々人間の数ある営みの一つであフスキーの有名な言葉がある。子供がられない。そういった自覚乃至は恵識得ない日常生活での「反復」をその核ることも、また事実ではある。ただ、「大人になる」につれ、或る特別な痛が、たとえ「革命的」という措辞にょっとして内に秘匿している。この核は、そういえるためにはこの世界が人間乃ましさをもって、自らの言動に対してて飾り付けられていようとも、その重一度分裂を開始してしまえばその拡散至は人間の観念を中心に構築されたもの内省を働かせるようになることをこさに耐えるということは権力の奪取状態が留まることを知らぬ「生の退屈」のとして現われねばならない。そこでこでは差し当たり、自意識の目覚めだ等々に向けた政治的決断である以上であり、故にそれは、政治的に回避すは何らかの中心を持とうとする限り、としよう。そうすると、この「大人にに、自らの住まう世界に対する哲学的ることは可能だとしても哲学的にはそ虚無を徹底することは出来ないし、自
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団
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ロ
時
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鑑 腸,ある。、髭 雛
京阪三条駅東へ鋤 酬1肺

8541-0900

●●
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1・

ブラス

'"酬

晒1

 

コ

ス

ざくら

櫻魏 こ慮難
え な

得 宴々会2,800円 より

代 冬の 味覚 一 貝鍋 コー スー3500円

鶏の大あさり 桑名のはまぐり 的矢のカキ
とその他野菜の鍋 雑炊 デザート

鍛「剛.¥lll

大文 字Ill
,;邑

都桜

行

`ID;{Ill祁

色 儲炉・曜 北 ・・ 窪 南
白川通り 騒 唾1濫"減 A

今
出
川

㈱ ハ イ方ル

亀 」 ケー キリ1

錦
林嘩

通り 貝
庫

令

「名 物 一黒 潮焼一3500円

あさり はまぐり カキ 車海老
ザエの炭火焼きのコース 雑炊付

【屡F田山 、

京都市左京区今出川通交差点
南二筋下ル点滅信号西入
●営業時間十七時から二十三時

お問い合わせはTel(075)-771£712ま で

小和室ございます ・各種宴会おひとり3αDD円か

ら・三十名程度の団体様のご予約 も承り致 します。

貝料理 ・活魚 ・割烹 ・
伊 勢 海 老 料理 な ら
おまかせ下さい!

撫緬

芯 アルバム

京都大学年鑑

/、約

企画 ・編集 京 都 大 学 新 聞 社TEL(075)761-2054

お申し込み、お問い合わせ 株式会社六 甲 出 版TEL(078)871-4899

色
・ら

L゚卜

」

、r

槽



(3) 第2261号 (1946年8月6日 第三種郵便物認可} 窮 郡 二六ζ 榮 覇斤・ 闘 2000年4月16日(木)

恪康オリジナ几 r遼成オンデマン ド』で免許をGEr!一
懸康臓冒賄ではrス ーパー鰍 」、r鰻猷」、r劇鰭」.なとの糊纈コースの健、綴日叡醤駈へ遇え獄い方の離めに臼分の暫曾配

9ね 煙τ偏先一揺予釣でεO「 鑓臓オンデマントコース」をご用翼翼しまし踏。これ獄ら臼分オリラナルの璽猷コース俸り

がε8蟹すし.聯 酸に遇いなガら.ア 几バイトをし獄ガ5で むラクラク免許叡循OKτ す。ま紅 「霞威オンテマント」でご

7闘所の方は自分の気配λっ彫擢6員 を遇んで子的すること竜出票.簸 環なく彊■国で卒繋ピεます。-UP麟 鐘なし一

口平ほ1,年 に呈教習肇に新箪導λ1高 速教習は新型BMW

口最新のコンビコー9一 システム導Al気 にλっ芝指導員を選んで予約出来ます。

口 「普遍2翰 宛全保錘コース」導入1補 習科、再検定科等余分な費用一切不響1

口2翰 ・4輪 葛用コース建崩効率良く教習を進められます。

口学科教室5教 室宛備,学 科の設定も豊置予定がラク1こ組めます。

口当所は普通科の口牲の割曾が50%臥 上、U牲 から支持され荘心して教習を受

けて 頂ける教習所です。

●お申し込みは票循六聯各生協サーヒスカつン9一 へ

(京六ノしネ ・コーフ旅行セン9-・ 京六吉田 ・南部)

"
所

3
習

ト
教

"
車

.
動

　2
自

゜
東

薗
洛

鋼6赫 髪騨/鰭/
φ 習実施

豊 箸蒼i自動車教習所
京都市左京区岩倉幡枝町(深 泥池北150mm)

8(075)711・0151(代)フ リーダイヤル0120-55-1890

ホ ー ム ペ ー ジhttp:〃www1.biz.biglobe.neJp/"iwakura/

運転免許 ガイ ドサー ビスで入所手続で きます。●今出川店222・2525● 産大前店701・6488

ま

に

お
お

サ
リロ
お

お
ぶ

ま

セ
バ
ヒ
じ

じ

愈
蓼
彰
転
藁

鶯
大
阪
湾
を
横
に
見
な
が
ら
阪

神
高
速
を
降
り
、
立
ち
並
ぶ
倉

庫
群
の
間
を
走
っ
て
い
る
と
A

T
C

(ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
i
)
が
見
え
て
き
た
。

こ
の
建
物
の
四
～
六
階
に
目
的

の
M
A
R
E
が
あ
る
。

約
六
十
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
に

は
、
洋
服
だ
け
に
限
ら
ず
ス

ポ
ー
ツ
用
品
や
生
活
雑
貨
、
イ

ン
テ
リ
ア
用
品
、
お
も
ち
ゃ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
が

並
ん
で
い
て
、
す
べ
て
を
見
よ

う
と
す
る
と

一
日
で
は
と
て
も

足
り
な
い
。

私
が
今
回
買
っ
た
の
は
三
〇

〇
〇
円
の
ジ
ー
ン
ズ
。
定
価
八

九
〇
〇
円
な
の
で
、
か
な
り
お

買
い
得
だ
。
普
通
の
店
な
ら

　

本
し
か
買
え
な
い
と
こ
ろ
も
、

こ
こ
な
ら
二
本
買
え
て
し
ま

う
。
車
な
ら
た
く
さ
ん
の
荷
物

を
積
め
る
の
で
、
衝
動
買
い
し

て
も
安
心
だ
。
し
か
も
、
銀
行

や
郵
便
局
も
あ
る
の
で
、
お
金

に
困
る
こ
と
は
な
い
Q

買
い
物
を
す
る
と
お
腹
も

減

っ
て
く
る
。
そ
ん
な
時
は
、

隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
街

へ
行
こ

う
。
M
A
R
E
に
負
け
な
い
ほ

ど
の
店
が
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ボ
ー
リ
ン
グ
場
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
一

日
中
い
て
も
飽
き
な
い
。
遊
び

す
ぎ
て
疲
れ
た
ら
、
外
の
ベ
ン

チ
に
で
も
座

っ
て
、
間
近
に
迫

る
海
を
眺
め
る
の
も
い
い
だ
ろ

う
。

免許を取ったら

高速道路 を走 って

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら

や
る
べ
き
こ
と
の

一
つ

は
、
自
動
車
免
許
を
取
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
免
許
が
あ
れ
ば
、
行

動
範
囲
が
驚
く
ほ
ど
広
が

る
し
、
ま
た
、
将
来
免
許

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

比
較
的
時
間
の
取
り
や

す
い
大
学
生
の
う
ち
に
免

許
を
取
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

、
、
、

レ
一
一

ト レ ツ 卜

鵡

灘

潟

、、・
馳
欝

蜜

∴

.磯

♂

貯

.

義

懸
激

∵

総

ド

ま

二

ぎ

.
慕

雛
曜

∵

.副

轡
径
な
ぽ

ア
ム

教
習
所
特
集

こ

～
と
ブ
ロ
ッ
サ
ム

.■ ■陶

,
'

◆

ま
ず
紹
介
す
る
の
は

「鶴
見

は
な
ー3
攣
-
と
ブ
ロ
ッ
サ
ム
」
。通

称

一
ア
ロ
ッ
サ
ム
」
ら
し
く
、

道
路
の
案
内
板
に
も
そ
う
書
い

て
あ

っ
た
.、
建
物
が
上
か
ら
見

た
と
き
に
花

(
B
1
0
0
s
O

m
)
の
形
を
し
て
い
る
か
ら
そ

う
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

何
も
知
ら
な
い
で
来
た
人
が
名

前
か
ら
建
物
の
内
容
を
予
測
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
。

建
物
は
五
階
建
て
で
、
三
階

か
ら
五
階
が
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の

店
に
な

っ
て
い
る
Q
し
か
し

入
っ
て
み
る
と
最
初
か
ら
三
階

で
、
一
階
か
ら
二
階
に
は
何
が

あ

っ
た
の
か
筆
者
に
は
全
く
思

い
出
せ
な
い
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

と
い
う
の
は

「
B
級
品

・
型
落

ち

・
廃
盤
」
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
定
価
よ
り
安

い
値
段
で
売
っ
て
く
れ
る
。
ナ

イ
キ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
店
や

リ
ー
バ
イ
ス
の
ジ
ー
ン
ズ
の
店

が
入
っ
て
お
り
、
建
物
内
の
雰

囲
気
は
清
潔
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

を
扱
っ
て
は
い
る
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
デ
パ
ー
ト
と
言

っ
て
も

い
い
。
筆
者
が
個
人
的
な
買
い

物
を
す
る
場
△
口
は
、
も

っ
と

チ
ー
プ
で
怪
し
げ
で
暗
く
て
汚

く
て
派
手
な
店
を
利
用
す
る
の

で
、
い
さ
さ
か
、
と
い
う
か
か

な
り
き
れ
い
に
感
じ
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
や
っ
て
店
の
雰
囲
気

に
気
圧
さ
れ
て
い
る
間
に
時
間

は
過
ぎ
て
、
買
う
機
会
を
逸
し

て
し
ま
っ
た
筆
者
は
結
局
長
袖

の
T
シ
ャ
ツ
を
買
う
だ
け
で

「ブ
ロ
ッ
サ
ム
」
を
後
に
す
る

の
だ
っ
た
。

吹 田IC

近
畿
自
動
車
道

避

京都東IC
;謬

郵 慈 〆

門真IC

■鶴 見
はなぽ～ と

堺↓ ブロ ッサ ム

住所 大阪市鶴見区茨田大宮2・

7・70

TELO6-6915-3939

営業時間11:00～20:00(土 ・日・祝は

10:00～)

定休 日 不定

駐車場1時 間350円 、3000円 以上
の買い物 で2時間無料

駅 都 天 字 王 α)こ 睾 里 に δ 隠 λ し 兀 教 日 シ ス7'ム で
勾一, 皇 ナ111PZ鼻 オミ当陞1司5hヨ ≡で『_凹 h翁 、串魑《匠 矧 全7緊 の 劉障得 蟹オ 聰薫暉ナ1

一・周600m
、練 習量 が 倍 増する娯 下最大 のコースノ

A
● ●

HearUO開eart

筋 漉痂o蜥
,.● ●,,° ● ●

■大学生協契約校

■JR大 津、石山、瀬田駅送迎バス有

大津市 月輪一丁 目6-1■JR瀬 田駅徒歩10分/国 道1号 綜月の輪バス停前壼(0775>45-2222(代)

新入生歓迎キャンペーン実施 中
西部ルネ

吉田生協

4月18日 ・19日 、5月8日 ・9日 、24日 ・25日

4月20日 ・21日 ・26日 、5月16日 ・17日 、22日 ・23日

が得
蹴

取
網

許
端

免
耀

よ り近 くに、よ り便利 に。
■地下鉄「松ヶ崎駅」下車2番 出入ロスグ■

公安委胎 ・実鵬 娩除お電話下さい。係員が説明に伺いま跳

〃喩讐㎞宝池自動車教習所
京部市左京区松 ヶ崎芝本町1豊075-781。8118

併設 ・宝池城南自融車教習所/京 都府相楽酪山城町大手椿井小字鳥井24-1壼0774(86}3666

春 の キ ャ ンペ ー ン実 施 中

辮
o

¥30000

あなたに合った指導員を指名予約し、

お好きな時間に教習が受けられます。

安心パック

遮虞コース

土日コース

(補習料金一切不要)

(約3週 間で免許が取れる1

(土、 日だけでも約2ヶ 月で取 れる)

京都府公安委員会指定 ・京都府公認

お申し込みは.生 協 へ!

入 学 日 毎 週 土 曜 日

謁懸顕 罷三動⊆理 校
呪奮護灘轟雰逡碧0120も01881872-1881(代)

嘔 辱
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(4)2000年4月16日(日)

一
政治への

文学の挑戦

ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド

の
黒

い
王
様

新

潮

ク

レ

ス
ト

・
ブ

ッ
ク

ス

定

価

・
二
七

〇

〇
円

と
し
ば
し
ば
当
時
を
回
想
し
、
後

に
ア
ミ
ン
が
恐
怖
政
治
を
行
う

よ
う
に
な
る
と
、
彼
は
イ
ギ
リ
ス

女
王
、
国
連
事
務
総
長
、
ブ
レ
ジ

ネ
フ
、
毛
沢
東
に
当
て
て
奇
怪
な

文
書
を
送
り
つ
け
る
の
で
あ
る
。

そ
の
文
書
の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
「ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

人
の
独
立
が
平
和
裡
に
実
現
し

な
い
限
り
、
彼
ら
は
武
器
を
取

り
、
自
由
を
ふ
た
た
び
手
に
す
る

ま
で
イ
ギ
リ
ス
人
と
戦
う
で
あ

ろ
う
..
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
民
の

多
く
は
す
で
に
私
が
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
最
後
の
王
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
私
は
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
.圧

政
を
止
め
る
よ
う
に
要
求
す
る

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
僕
は

こ
の
小
説
を
読
ん
で
い
る
間

じ
ゅ
う
、
一度
も
あ
き
る
と
い
う

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う

の
も
ア
フ
リ
カ
を
舞
台
に
し
た

数
少
な
い
小
説
だ
か
ら
だ
ろ
う

あ
る
.
彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出

身
の
若
い
医
師
で
あ
り
、
故
国
で

開
業
医
を
す
る
こ
と
に
何
と
な

く
不
満
を
感
じ
て
、
ウ
ガ
ン
ダ
へ

や

っ
て
く
る
。
作
品
は

一
部
と
二

部
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
一
部
は

手
に
掌
握
し
た
独
裁
者
だ
。
ア
ミ

ン
の
次
第
に
高
ま
り
ゅ
く
非
道

ぶ
り
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、

ギ
ャ
リ
ガ
ン
は
何
も
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
逃
げ
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
逃
げ
出
す
チ
ャ
ン
ス
は

独
裁
制
下
の
民
衆
に
見
る

僕
が
こ
れ
か
ら
書
評
を
書
こ

う
と
す
る
「ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

黒
い
王
様
」
と
い
う
小
説
の
表
題

は
、
こ
の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る

ウ
ガ
ン
ダ
大
統
領
イ
デ
ィ
・ア
ミ

ン
・ダ
ダ
の
半
生
か
ら
来
て
い

る
。
ウ
ガ
ン
ダ
は
過
去
に
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
で
あ
り
、
ア
ミ
ン
は

軍
事
訓
練
や
第
二
次
大
戦
を
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
共
に
経
験

し
た
。
彼
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人

は
非
常
に
勇
敢
な
兵
士
だ
っ
た
、

「従
順
」と

最
初
の
者
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
人
が
私
に
彼
ら
の
王
に
な

る
よ
う
望
む
な
ら
ば
、
私
は
そ
れ

を
受
け
る
で
あ
ろ
う
」
英
語
の
原

題

「T
h
e

」
a
S
t

K
i

n
9

0
f

S
C
O
t
l
a

n
d
」
は
こ
の
文
書
の
中
に
使
用

さ
れ
て
い
る
語
句
か
ら
直
接
採

鱒
麟
一
■
騨
一
顯
凹
一
鰭
脚
篇
騨
鳳
脚
■
騨
■
顯
鱒
艦
鱒
繍
■
■
■
廟
欄
繭
欄
蜀
一
鷹
鱒
願
騨
闘
欄
欄
鷺
需
一
隔
繭
鵯
嗣
■
繍
謄
劇
一
一
顧
篇

縣
篇
一
髄
顧
響
臓
騨
謳
鶴
繍
繍
繍
篇
篇
一
徽
欄
■
一
繍
鵜
繍
賜
■
一
鳳
縣
縣
廉
繍
凹
胴
騨
鷺
縢
雛
撒
礁
縣
縢
■
鷺
補
篇
贈
■
顯
撒
雛
欄
一
旧
繍

、し

う
本
能
的
知
恵

か
。
独
裁
制
の
恐
怖
を
描
い
た
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
が
僕
を
牽
き
つ
け

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
て

は
、
こ
の
作
品
の
真
意
を
掴
み
損

ね
る
の
で
あ
る
。

こ
の
作
品
に
は
も
う
一
人
の

主
人
公
が
い
る
。
物
語
の
語
り

手
、
ニ
コ
ラ
ス
・ギ
ャ
リ
ガ
ン
で

新
入
生
の
皆
さ
ん
、

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

京
大
バ
ス
ケ
部
は
、

新
入
生
特
集
号

皆
さ
ん
が
十
分
に
バ
ス

ケ
を
楽
し
み
、
ま
た
上

達
で
き
る
よ
う
な
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
私

ギ
ャ
リ
ガ
ン
が
ウ
ガ
ン
ダ
の
田

舎
の
診
療
所
で
働
く
模
様
を
描

い
た
も
の
で
あ
り
、
二
部
は
ギ
ャ

リ
ガ
ン
が
或
る
偶
然
か
ら
ア
ミ

ン
の
侍
医
に
抜
擢
さ
れ
、
都
会
で

の
生
活
を
始
め
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
る
。

ア
ミ
ン
は
一
国
の
権
力
を
一

手
話
サ
ー
ク
ル

は
、
手
話
を
学
ん

で
聴
覚
障
害
者
と

の
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
、
と
っ
て
も

温
か
い
雰
囲
気
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。

手
話
を
通
じ
て
い

ろ
い
ろ
な
新
し
い

こ
と
を
吸
収
し
、

表
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

手
簸
サ

ー
ク

ル

体育会バスケッ トポ糞藻轍

た
ち
と
バ

ス

ケ

を

や
っ
て
み

た
い
方
、

も
ち
ろ
ん

初
心
者
で

も
か
ま
い

ま
せ
ん
、

一
度
体
育

館
を
の
ぞ

い
て
み
て

く

だ

さ

い
。

塑
難
獣

ス

じ
ょ
じ
ょ
に
レ
ベ
ル
u
。
目

一
年
後
く
ら
い
に
は
モ
ダ
ン

ン

ラ
テ
ン
ほ
ぼ
　
　
　
め
る
よ

ダ

う
に
な
り
ま
す
よ
・

アマチュア

 

総
合
作
曲
サ
ー
ク
ル

∴
田
音
楽
製
作
所

(
通

称
き
り
ち

ハん
)で
は
、

臼
6
～
7
回
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
怖
品
集

『月
刊
古

童

の
発

行
や
年
2

回
の
ラ
イ

ブ
活
動
を

中
心
に
、

ジ
ャ
ン
ル

に
と
ら
わ

れ
ず
幅
広

く
自
由
に

音
楽
活
動

を
し
て
い

ま
す
。
毎

週
月
・木

丁
新入生歓迎緊急特別企画

幾
ら
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
が

で
き
な
か
った
の
は
、
彼
自
身
の

優
柔
不
断
さ
の
た
め
か
、
ア
ミ
ン

の
魔
力
に
取
り
つ
か
れ
て
い
た

せ
い
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
両
方
な

の
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
彼
に
も
分

か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
僕
が

先
に
作
品
の
真
恵
と
い
っ
た
の

も
そ
の
こ
と
だ
。
作
者
の
狙
い

は
、
ア
フ
リ
カ
の
現
実
を
描
く
こ

と
に
も
、
独
裁
制
を
非
難
す
る
こ

と
に
も
な
く
、
一青
年
の
心
理
の

微
妙
な
動
き
の
描
出
と
い
う
こ

と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ギ
ャ
リ
ガ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
大

使
の
妻
を
誘
惑
し
よ
う
と
す
る

場
面
が
あ
る
。
彼
は
肘
鉄
砲
を
喰

わ
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、

彼
は
彼
女
が
他
の
男
と
不
倫
を

し
て
い
る
現
場
を
目
撃
す
る
の

で
あ
る
。ア
ミ
ン
は
あ
る
時
彼
に

向
か
っ
て
語
り
か
け
る
。
「い
い

か
い
、君
は
ウ
ガ
ン
ダ
で
起
こ
る

こ
と
は
何
も
私
に
話
す
必
要
は

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
す
で
に

す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

私
に
は
た
く
さ
ん
の
諜
報
員
が

い
る
の
だ
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ

ス
大
使
夫
人
は
悪
い
女
で
、
君
は

(彼
は
私
の
脇
腹
を
つ
つ
い
た
)

あ
の
女
の
尻
を
追
い
か
け
よ
う

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
は
、
彼
女

は
こ
ち
ら
も
一
緒
に
遊
ん
で
は

い
け
な
い
は
ず
の
別
の
男
と
い

た
1
1
こ
ん
な
こ
と
を
私
は

知
っ
て
い
る
ぞ
。」
彼
は
も
ち
ろ

ん
唖
然
と
す
る
。
そ
し
て
彼
の
し

た
こ
と
と
い
え
ば
、
日
記
に
自
戒

の
訓
を
二
行
書
き
つ
け
る
だ
け

だ
っ
た
。

独
裁
制
の
ド
で
民
衆
は
従
順

な
動
物
の
よ
う
に
振
る
舞
う
。
実

際
、
独
裁
と
い
う
政
治
危
機
に
際

し
て
の
民
衆
の
生
活
の
智
慧
に

は
本
能
的
な
も
の
が
あ
る
の
で

あ
る
。
ギ
ャ
リ
ガ
ン
も
ま
た
然

り
。
彼
は
ア
ミ
ン
と
い
う
巨
大
な

権
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け

ら
れ
て
家
畜
の
よ
う
に
大
人
し

か
っ
た
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
か

ら
ア
ミ
ン
暗
殺
の
依
頼
を
再
三

受
け
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

み
な
拒
絶
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。こ

の
小
説
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
に
対
す
る
文

学
の
勝
利
で
あ
る
と
僕
は
思
う
。

作
者
は
ア
ミ
ン
と
い
う
異
色
の

個
性
に
対
し
て
ギ
ャ
リ
ガ
ン
と

い
う
平
凡
な
人
間
の
姿
を
些
か

も
遜
色
す
る
こ
と
な
く
描
き
出

し
て
み
せ
て
く
れ
た
。
本
書
が
処

女
作
だ
と
い
う
著
者
に
対
し
て

敬
礼
し
て
こ
の
文
童
を
締
め
括

り
た
い
。

(余
)

梛
一
騰
階
騰
繍
葡
繍
嘗
齢
胴
魍
臨
淵
縢
騰
騙
顯
顯
鱒
聯
聯
臓
鱒
㎜
㎜
繍
廓
鱒
鱒
繍
欄
隔
階
燗
欄
馴
一
齢
繍
舗
聯
閣
扁
嵐
騨
騰
熈
一
繭
騨
鱒
騨
■

量
騨
謙
灘
撒
熈
鰯
顧
鵜
墜
繍
願
煎
撒
撒
糠
履
燃
鵜
繍
篇
廓
鯨
謙
猟
繍
照
縣
鷲
騰
鵜
扁
■
礁
鳳
纏
鰹
■
魑
縢
㎜
㎜
一
一
徽
礁
繊
鳳
墨
鱒
繍
顯
贈
置

曜
[
に
A
1
2
3
教
窒

　、L
例
会
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ

一
度
覗
い

て
犯
て
ド
さ
い
。

熱
気
球
を
飛
ば
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
S
C

A
R
L
E
T
T
r

(
四

人
乗
り
)
、
A
P
A
C
H

E
(
二
人
乗
り
)
、
B
L

A
C
K

A
N
G
E
L

山

(
一
人
乗
り
)
と
い

う
三
機
を
所
有
し
て
い

ま
す
。
全
員
が
大
学
か

ら
始
め
た
人
な
の
で
、

気
後
れ
せ
ず
に
覗
き
に

き
て
く
だ
さ
い
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。

我
々
ク
イ
ズ
研
究
会
は

大
学
内
外
で
の
活
動
を
通

じ
て
幅
広
い
知
識
の
獲
得

に
つ
と
め
て
い
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
「知
識
」
と
言
っ

て
も
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
も
の

や
た
だ
難
し
い
も
の
ば
か

り
で
な
く
浅
く
、
ま
た
奥

深
く
物
事
を
知
る
こ
と
の

助
け
に
も
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
少
し
で
も
興
味
の
あ

る
方
の
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

天 皇 制 ファシズ ムの 相 貌軍靴

 

と口笛
京都大学新聞社編
社 会 評 論 社 刊

彼 らの 口笛 が 空 気 を震 わせ た 時

か す か に軍 靴 の 音 は響 い て い た 一

1920,30年 代 に立 体 的 に 問 い か け

僕 らの 時 代 を浮 き彫 りに す る

現 在 か らの く 戦 前 を 疑 う 〉

京 都大 学新 聞社 で も2000円(送 料 込2300円)で
販売 して い ます 、,問い あわせ は'%社 まで。
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●

あ
な
た
も
楽
器
を
使

わ
ず
入
間
の
声
だ
け
で

爵
楽
を
奏
で
る

「ア
カ

ペ
ラ

で
ポ
ッ
プ
ス
・

ロ
ッ
ク
・ソ
ウ
ル
・ジ
ャ

ズ

・
R
&
B

・
ゴ
ス
ペ

ル
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
を
臼
由
に
歌
い
、

楽
し
ん
で
は
い
か
が
か

な
?
ラ
イ
ブ
は
も
ち
ろ

ん
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

出
演
等
、
貴
重
な
体
験

も
ク
レ
ク
レ
な
ら
で
は

御
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
Z
e
t
S

は
毎
週
水
曜
と
金
曜
に
総

人
A
丹
館
二
階
の
教
室
で

活
動
し
て
い
る
軽
音
サ
ー

ク
ル
で
す
。
そ
の
他
、
ラ

イ
フ
。
イ
ベ
ン
ト
等
も
あ

り
ま
す
。
楽
器
を
始
め
た

い
八
も
既
に
バ
ン
ド
を
組

ん
で
い
る
人
も

一
度
見
に

来
て
ト
さ
い
Q
き
っ
と
楽

し
め
る
と
思
い
ま
す
。
写

真
は
N
F
う
ち
あ
げ
。

私
達
の
サ
ー
ク
ル
は
、
目
標
を
も
っ
て

全
員
で
激
し
い
練
習
に
打
ち
こ
み
ま
す

が
、
練
習
外
で
は
飲
み
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
で
全
員
で
楽
し
め
る
居
心
地
い
い
も
の

で
す
。
A
リ
ー
グ
2
年
目
の
今
年
は
1
勝

を
霞
指
し
て
い
く
の
で
、
初
心
者
、
経
験

者
を
問
わ
ず
、
や
る
気
を
持
っ
た
人
を
求

め
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
こ

と
を
や
っ
て
み
る
気
は
な
い
で
す
か
?

合
気
道
部
で
は
、
皆
ほ
ぼ
未
経
験
者
の
状

態
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
少
し
で

も
興
味
を
持

っ
た
人
、
袴
に
憧
れ
て
い
る
人
、

護
舅
術
を
習
い
た
い
人
は
是
非

㎝
度
、
B
O

x
の
方
ま
で
来
て
下
さ
い
ね
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ン パ`,平 安 会 館.

 

コ歓送迎

周年

 

02でまお か げ さ

平安 会館 で は、 日頃 の感謝 の気持 ち を込 め ま して、20周 年

記 念 お 得 満 載 宴 会 プ ラ ン を色 々 な形 で ご用意致 してお り

ますので、是非一度 お越 し下 さい ませ。

どんな ことで もお申 し付 け下 さい。 平安会館 スタッフー同

ご 予約 ・お問 合 せ は

宴 会予 約 係 まで

6181432TELO75

平安会館
京都御所 ・中立売御門前

会

堂

宴

食
 
●

●

学会 ・研修会

婚 礼 ・宿 泊

亀e
`'

一

亀


